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令和４年度  第１回宇治市小中一貫教育推進協議会会議録  

会議名  令和４年度 第１回宇治市小中一貫教育推進協議会  

日時   令和４年７月１１日（月） 18時00分～20時00分 

場所   宇治市役所  ８階 大会議室  

 

出席者 

 

  （委 員） 榊原会長   丹羽委員 松丸委員 井戸本委員 

内田委員   島田委員  岸 委員 清原委員  ＊蔀副会長は欠席 

  （事務局）  岸本教育長  上道教育副部長  林口教育支援センター長   

𠮷田教育総務課長  金久教育支援課長  吉川学校改革推進課長  

岡野学校教育課長  

       土井学校教育課副課長  天花寺学校教育課総括指導主事  

       田中学校教育課学校教育指導主事  

 

配付資料  

 

  令和４年度第１回宇治市小中一貫教育推進協議会資料  

 令和４年度「中学校ブロックジョイントプラン」構想図 

  

１ 開会 

    ・岸本教育長  開会挨拶 

    ・各委員自己紹介  

  ・事務局自己紹介  

  ・設置要項に基づき、会長に榊原委員、副会長に蔀委員を選出  

  ・榊原会長挨拶  

 

２ 報告及び協議事項  

  （１）報告１  令和３年度宇治市小中一貫教育推進協議会の活動概要  

     資料７頁に沿って事務局より説明  

       報告１についての質問・意見等と応答  

（会長） 

  では、新しい委員の方もおられるので、わからないことや、もう少し詳しく教えてほしいことなど、

ご意見・ご質問を頂戴いたします。いかがでしょうか。  

事務局から、昨年度、テーマを「地域とのつながり」に絞り、学校もある程度絞って進めていただ

いたという経緯がありましたが、その意義について、補足してもらっていいですか。  

(事務局） 

はい、今年度より宇治市の学校はＣＳ、コミュニティ・スクールをスタートするということもあり、 

昨年度は、地域の方が参加していただいている取組に絞って進めさせていただきました。  

今年度につきましても、主に、そういった取組を見ていただけるように考えております。  

(会長） 

昨年からご参加いただいている委員さんの方から、付け足しやご説明など、ご経験をお話しいただ

くとありがたいのですが。  

(委員） 

槇島中ブロックを視察させていただいております。着付けと生け花という催しをしておられまし

た。事前の資料で、ＳＤＧｓの子ども服の回収もされているということから、具体的にどのようにさ 

れているかということを見させていただき、色々聞きたかったこともあり、参加させていただきまし

た。 

内容につきましては、着付けと生け花の方は、本当にスムーズに、地元の方が手順をしっかり組ま  
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れて、生徒に着物を着させたり、生け花をさせたりしていました。非常に、協力的な方が中心となっ  

ておられ、ああいう方がいらっしゃって、これからコミュニティ・スクールが始まるのだと思いまし  

た。私たちも、もっと違う面でも力になれたらと思いました。  

もう一つ、子ども服の回収ですが、帰ってから、地元の笠取小でも、子ども服の回収を実施してい  

ただきました。結構集まりました。ご高齢の方が多い中で、子ども服があるのかという話もありまし  

たが、結構お持ちでした。このように視察したことから、資料をいただいて、勉強し、実践させてい  

ただきました。 

(会長） 

ありがとうございます。私からも付け足しですが、お邪魔して印象深かったのは、７・８年ぐらい  

前に、学校も落ち着かない時期があったと校長先生からお伺いました。そのような学校の状況で何が  

できるかとお考えになり、地元に生け花のできる先生がいらっしゃり、着付けもしてもらえるとい 

う感じで色々試行錯誤なさったみたいです。  

最終的には、学区を中心に地域の方に来てもらい、普段家ではしない生け花の機会を設け、子ども 

たちに１人１鉢用意してもらい、お花代だけの負担で、あとは全部、お茶やお花の先生にご用意いた  

だき、説明用にパワーポイントのスライドも作成してくださって、生け花をされていました。 

生け花の前には、体操着の上からですけど、男女別に浴衣を着せてもらい、文字通り触れ合いとい 

うか、全部地域の方が、生徒さんの肩を持ったり帯を縛ったりして着せ、中学生もすごく嬉しそうで  

した。その姿で、お花を活けるということでした。  

他のお話では、そのお花をお家にもって帰るので、家庭でも、ああだった、こうだったと話をする。 

地域でも、そういう方に会うと挨拶できるようになったということでした。  

このような取組で、学校も次第に落ち着いたというイメージの中学校だなと感じた次第です。  

では、広野中ブロックにも行っていただいているので付け足しがあればお願いいたします。  

(委員） 

中学生と小学生の合同の児童会・生徒会の活動でした。それをリモートでされていたのですが、や

はり、最近の子どもたちです。私なんかよりも、Ｚｏｏｍとかにもすぐに慣れ、小学生と中学生がう

まくやり取りしていました。さすが今どきの子だなと感じました。  

このように、小学校４年生・５年生・６年生がもっと中学校の様子などを見られると、中学に入学

するときの入学前の不安とかも少なくなるでしょうし、ちょっと楽しみも増すと思います。そういう

意味では、リモートというのも、コロナもまだ落ち着いていないですが、すごく重要で効果的ではな

いかと思いました。  

(会長） 

はい、ありがとうございます。委員も行ってくださっているのですが。お願いします。  

(委員） 

失礼します。私も推進委員である前に、西小倉中学校の小中一貫ラーニングコーディネーターの視

点で、コロナ禍でどういった取組をされているのかというところで見させてもらいました。広野中ブ

ロックの取組としては、コロナ禍でなかなか取組ができないという状況で、最初はできない理由ばか

り並べて進められていなかったということでしたが、このタイミングで視察がありましたので、必ず

しも足を運んで、同じ場を共有してやらなければいけないことだけではなく、リモートという手段を

使って、一定同じような効果が得られる取組をされたことに感心しました。同時に、自身の取組をち

ょっと反省させられたというのが、昨年度の総括でした。今年度に向けて、反省を生かして、練ると

ころから始めていきたいと考える、そんな機会となりました。  

(会長） 

はい、ありがとうございます。この学校訪問は、われわれだけがお邪魔するだけではなくて、事務

局のセッティングがあって行けています。だから、事務局としてもご覧になっておられます。どうで

しょうか。昨年、学校に行ってくださった方から、こんな感じだったよと出してもらうと、新しい方

にイメージが広がるかと思うのですが、補足ありませんか。  

(事務局） 

昨年度、広野中学校、槇島中学校に行きました。今、ご意見があったように、広野中学校の視察で
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は、必ずしも会わなくても、小中でつながることができるということがわかりました。また、小中が

つながるために教員が、何をしよう、何ができるかと一所懸命考えてやっていたのですが、小学生の

時にずっと関わってくださっていた地域の方が、子どもが中学生になっても関わってくださってい

て、教員が知らない小学生の時を知ってくださっている。そういった意味で小中をつないでくださっ

ているというのを、槇島中学校の方では見せていただいて、あらためて、地域の方もこの小中一貫教

育を支えてくださっている、大事な部分を担ってくださっているのだなというふうに思ったところで

す。 

(会長） 

ありがとうございます。  

 

 

（２）報告２  令和３年度小中一貫教育の取組到達状況報告  

   資料８頁に沿って事務局より説明  

      報告２についての質問・意見等と応答  

（会長） 

  はい、ありがとうございます。昨年度、こういうところができたのではないかという評価、自己評

価ということになりますが、いかがでしょうか。確認したいこと、よくわからないところ、何なりと

お寄せください。  

(委員） 

少し教えていただきたいのですけど。「宇治学」という学習を、小学３年から中学３年生で行って

いるということなのですが、私もあまり詳しくは見たことはないのですけども、３年生はお茶の授業

とか、それから…、というような形で進んでいかれると思うのですが、最終、中学３年生くらいにな

ると、どういうふうな「宇治学」の勉強をされているのかと思いました。大体で良いので、少し教え

てください。  

(事務局） 

「宇治学」では、中学３年生につきましては、小学３年生から取り組んでまいりました「自分で課

題を発見して、それを調べて、整理して、まとめて、発表する」という取組で身に着けた力を、最終、

これから自分たちは何ができるかということを、ゆっくり課題を見つけて取り組んでいくという、最

終のまとめという形での学習をしております。  

(委員） 

ありがとうございました。  

(会長） 

その他いかがでしょうか。委員、何かこういうことを、というのはございませんか。  

(委員） 

昨年度の取組で、広野中ブロックの「ＨＯＴ―ＭＥＥＴＩＮＧ」、３校合同の児童生徒会、これは

小中で３校の取組ということなのですか。それと槇島中ブロックの「和文化体験」というのも、これ

は中学校だけではなく、小学校から中学校までの取組ということなのでしょうか。  

(事務局） 

広野中ブロックにつきましては、児童会・生徒会の交流ということになりますので、広野中学校、

大久保小学校、大開小学校の３校で行っております。  

槇島中ブロックの取組は、槇島中学校の活動となっております。  

(委員） 

ありがとうございます。では、槇島中学校の活動というのは地域との交流ということが主であった

ということですね。ありがとうございました。  

(会長） 

ありがとうございます。その他、いかがでしょうか。  

委員、たびたび恐縮ですけれども、ラーニングコーディネーターのお立場から見て、この総括に対

するご意見、もし、ありましたら、あるいは確認がありましたらお聞かせください。  



- 4 - 

(委員） 

私自身もこの総括を提出させていただいているのですが、全ブロックあわせて総括する形で、大し

て提出できていない中で、うまくまとめていただいているなと思い、ありがたく思っている立場なの

で、何か付け加えるというよりは、これでいいかなというところです。  

(会長) 

ほどよいくらいで付け足すことも、削ることもなく、いい感じではないかなというのが、お立場的

な評価ですね。昨年度はご指摘があったのですけれども、学校の管理職のお立場からいうと、どうで

すか。これについて何かご感想はございますか。 

(委員） 

私自身は広野中ブロックに長くいたことがありますので、この「ＨＯＴ―ＭＥＥＴＩＮＧ」につい

ては、ずっとしておりまして、私が校長で在職していたときは、コロナで全部、止まっているときだ

ったので、できていなかったのですが。令和２年度はまったくできずじまいでした。令和３年度、昨

年度になって、少し落ち着いたところで工夫をしながら、小中一貫教育を進めておられる事について

は、大変意義があるなと思っています。  

私がおります宇治中ブロックでも、昨年度はＺｏｏｍを使いながら、まずは教員の研修を行いまし  

た。感染状況が少し治まった２学期・１０月については、参加者を絞りながら実際に授業を公開して  

いった、という経緯があります。  

３学期に行いました教員が一同に会しての研修については、またＺｏｏｍになってしまったという  

ところがありますが、このようにオンラインを使いながら、やはり、離れた小学校と中学校、複数の  

学校が一緒に進めているということは、宇治市にとって非常に値打ちのあるところなのかな、と思っ  

ているところです。以上です。  

(会長） 

ありがとうございます。何かご質問等ございますか。  

(委員） 

質問ではないのですけど、本当に１０ブロックのことがうまくまとめていただいているなと思って  

います。  

昨年は、一昨年のコロナ禍の中でのノウハウがあったり、緊急事態・蔓延防止等重点措置が出てい

るときは、なかなか集まることはできなかったのですけれど、どのブロックも例年よりも回数こそ少

なかったと思うのですが、工夫して集まったり、Ｚｏｏｍで会議をされたりと、取組を進めることが

できました。  

本校でもそうです。一同には会せないので、各教室の中で、工夫して相談し、その上で本年度も、 

次の「ジョイントプラン」がつくられたのかなと思います。そういう意味では、昨年度、コロナ禍の 

中でも、積極的にラーニングコーディネーターを中心に、各方面、進められたのではないかなと感じ  

てはおります。  

(会長）  

ありがとうございます。今、おっしゃってくださったように、コロナ２年目というと変な言い方で

すけど、１年目の経験をもとに、こうすればできるのではないか、これならやれるのではないか、と

いうことが市の教育財産となって、僅かではありますが前進できたということでしょうか。  

このコロナ禍は、今も続いてはいるわけですから、その中で、どういったことが小中一貫教育でで

きるかと、知恵を出し合って、慎重に、少しずつ試みて、できるものを見つけるとか、あるいはＩＣ

Ｔのように、コロナを契機に新しい活動もでき、新しい手応えも得られたようにも思います。  

それぞれの学校の中でもきっとそうでしょう。余談ですが、大学でもコロナをきっかけに一気にＩ

ＣＴとかが進んで、コロナがきっかけというか、残念なことではあったのですが、全体としては、情

報の伝達とか、記録の保持・保管とか、各小・中学校でも進んでいる面があるのではないかというこ

とも思います。  

ありがとうございました。  

では、次に参ります。レジュメの３番目ですね。では、今年度どうするのだろう、ということにつ

いてご意見を聞きたいと思います。ですが、実は、もう７月で、２０２２年度は、学校は既に４月か
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ら始まっているので、その目当てや現在の進捗状況について、委員の皆様に疑問や、年度途中ですが、

これを加えてほしいなどのご意見をおっしゃっていただいたりして、進めて参りたいと思います。で

は、３番につきまして、少し早いめで、お願いします。  

 

 

（３）報告・協議３ 令和４年度小中一貫教育の到達目標  

資料９頁に沿って事務局より説明  

報告・協議３について質問・意見等と応答  

(会長）  

あ り が と う ご ざ い ま す 。 ４ 点 に 分 か れ ま す の で 、 そ れ ぞ れ ご 確 認 願 い た い の で す が 、  

ま ず 、 今 年 度 の 目 標 あ る い は 現 在 の 取 組 が ご ざ い ま し た が 、 去 年 の 分 と の 対 照 に な っ て  

い て 、 ８ ペ ー ジ 、 ９ ペ ー ジ が 並 べ て も ら う と 、 こ う い う こ と な の か と ご 覧 い た だ け る か  

と 思 い ま す 。 こ れ は い か が で し ょ う か 。 ご 質 問 ご ざ い ま す か 。  

で は 、 書 か れ て い る 内 容 に も つ な が り ま す の で 、 ２ つ 目 、 ア ン ケ ー ト の こ と な の で す  

け ど 、別 紙 の ホ ッ チ キ ス 綴 じ の も の で 、６ 年 児 童 用 か ら 始 ま っ て (案 )と 書 か れ て い る も  

の で す が 、 ご 覧 に な っ て お 気 づ き の こ と が あ り ま し た ら 、 ご 発 言 く だ さ い 。  

保 護 者 の お 立 場 か ら 、 ご 質 問 ・ ご 意 見 ご ざ い ま す か 。  

(委員） 

そ う で す ね 。 保 護 者 に 出 す ア ン ケ ー ト で す が 、 「 小 中 一 貫 教 育 」 の こ と も わ か る プ リ  

ン ト と 一 緒 に 配 布 い た だ く と 、 こ う い っ た 活 動 を し て い ま す よ と わ か っ て い い と 思 う の  

で す が 、 こ う い う も の と 一 緒 に ア ン ケ ー ト が 送 ら れ る と い う 形 な ん で し ょ う か 。  

(会 長 ）  

な る ほ ど 。 調 査 の イ メ ー ジ と し て は ど う で す か 。  

(事 務 局 ）  

ち ょ っ と 、 そ こ ま で は 考 え て お り ま せ ん 。 今 、 お 聞 き い た し ま し て 、 そ う い う 形 の 方

が 保 護 者 の 方 が イ メ ー ジ し や す い し 、 お 答 え し て も ら い や す い か な と 思 い ま し た 。  

(委 員 ）  

そ う で す ね 。 裏 面 が ち ょ う ど 「 小 中 一 貫 教 育 に 関 し て 、 ど の よ う に 思 わ れ ま す か 。 」

と 書 い て あ っ た の で す け ど 、 ま っ た く 何 も な い 状 態 だ っ た ら 、 ち ょ っ と わ か ら な い か な

と 思 い ま し た の で 、 お 願 い い た し ま す 。  

(会 長 ）  

は い 。 調 査 の タ イ ミ ン グ と 言 い ま す か 、 そ の 時 の 話 題 で す ね 。  

(会 長 ）  

事 務 局 に 確 認 で す け ど 、 最 終 ペ ー ジ の 「 学 校 用 」 と い う の は 、 こ れ は 誰 に 答 え て も ら

う の で す か 。  

(事 務 局 ）  

学 校 の 推 進 部 の 方 と い う か 、 進 め て い る と い う と こ ろ で 考 え て い ま す 。  

(会 長 ）  

校 長 先 生 で は な く 。  

(事 務 局 ）  

校 長 先 生 だ け の ご 意 見 で は な く て 、小 中 一 貫 を 推 進 し て い る 学 校 の 答 え と し て い た だ  

き た い な と 考 え て お り ま す 。  

(会 長 ）  

こ れ ま で 、 学 校 単 位 に 取 っ て き ま し た か 。 そ れ は 誰 に 答 え て も ら っ て き た の で す か 。 

(事 務 局 ）  

そ れ も 学 校 の 中 で ま と め て 回 答 ・ 報 告 し て も ら っ て い ま し た 。  

学 校 で 、 こ の よ う な ア ン ケ ー ト が あ る と い う こ と で 、 職 員 に 聞 き な が ら 、 最 終 、 ま と

め て 学 校 で ご 回 答 い た だ き ま し た 。  
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(会 長 ）  

で は 、 最 終 的 に は 校 長 先 生 か ら 出 て く る と い う こ と で す ね 。  

(事 務 局 ）  

そ う で す 。 こ の ア ン ケ ー ト を 、 特 に 例 え ば 校 長 の 立 場 か ら ど う 見 て い る か と か 、 教  

頭 の 立 場 か ら ど う 見 て い る 、教 務 主 任 の 立 場 で ど う 見 て い る 、一 般 職 員 の 声 と し て は ど  

う だ と い う 、 分 け た 取 り 方 は し て い ま せ ん 。  

回 答 の 多 く は 、小 中 一 貫 教 育 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー 役 を 担 っ て い る 者 が 中 心 に 、素 案 的  

に ア ン ケ ー ト に 答 え ま し て 、そ れ を 職 員 会 議 で 、検 討 し 、学 校 と し て は こ う い う 形 で 良  

い か 確 認 を し て 、最 終 、校 長 名 (校 長 の 了 解 の も と )で 返 答 し て い る と い う の が 一 般 的 か  

な と 思 い ま す 。一 般 的 と 言 っ て い い の か 、私 の 過 去 の 管 理 職 の 経 験 で 言 う と 、そ う い う  

こ と が 多 か っ た と 思 い ま す 。こ の 試 案 に は 、今 の ご 意 見 の よ う に 、校 長 は ど う 見 て い る  

の だ と か 、 教 頭 は ど う 見 て い る の だ と か 、 役 職 別 …、 役 職 と い う の は 変 だ け れ ど 立 場 に  

よ る 見 方 を 、 取 る こ と は あ っ て も 良 い の か な と 思 い ま す が 。  

ア ン ケ ー ト の 取 り 方 に よ り ど れ く ら い の 違 い か と い う の は 、や は り 校 長 の 学 校 運 営 の  

中 で 、様 々 な 指 示 や 方 向 性 が 出 ま す の で 、お そ ら く 取 り 方 の 方 法 に 関 係 な く 、大 き な 違  

い に は な ら な い か と は 思 い ま す 。た だ 、ポ ジ シ ョ ン に よ る 違 い は 、多 少 あ る の か も し れ  

ま せ ん 。  

(会 長 ）  

あ り が と う ご ざ い ま す 。 で は 、 最 終 的 に は 校 長 が 了 解 と い う 形 で 出 て く る の で す ね 。 

今 ま で 、 児 童 ・ 生 徒 用 と 保 護 者 用 に ば か り 関 心 が 行 っ て い た の で す が 、 学 校 用 で す が

不 勉 強 で 今 、 拝 見 し て 、 最 終 ペ ー ジ の ６ 番 目 の 項 目 な の で す が 、 児 童 ・ 生 徒 さ ん と か 保

護 者 は 、 学 校 が そ ん な ふ う に や っ て お ら れ る と か 、 先 生 は そ ん な ふ う に 活 動 し て お ら れ

る と い う 受 け 止 め 方 な の で 、 意 識 と 言 う か と ら え 方 で い い と 思 う の で す が 、 学 校 は 学 習

指 導 と か 生 徒 指 導 を や っ て い る 側 な の で 、 例 え ば １ 番 で 言 う と 、 「 ９ 年 間 を 見 通 し た 系

統 的 ・ 継 続 的 な 学 習 指 導 」 を 「 意 識 し て い る 」 と 言 う の は 、 ち ょ っ と お か し い の で は 。  

そ れ で 何 を 捕 ま え る の か と い う こ と も あ る し 、こ う 聞 か れ た ら 、世 の 中 の 多 く の 人 た  

ち は 頑 張 っ て や っ て い ま す か と 言 わ れ た ら「 は い 」と み ん な だ い た い 答 え る と 思 う の で  

「 意 識 し て い ま す か 」 と か「 し て い ま せ ん 」 と か は … 、 何 で こ ん な の 聞 く の み た い に な  

る よ う に 感 じ ま す 。例 え ば 、経 年 変 化 を 見 る と 着 実 に 増 え て き た と か 、活 動 の カ リ キ ュ  

ラ ム の 設 定 が な さ れ て き て い る と か 、 職 員 会 議 で 議 題 に こ う い う 形 で 上 が っ て い る と か

具 体 的 な 活 動 と し て 聞 か れ な い と 、 答 え に く い の で は 。 逆 に 「 意 識 し て い な い 」 状 態 と

は 何 か と 聞 き た く な る の で す が 。  

(委 員 ）  

私 も そ う 思 い ま す 。 こ れ は 、 意 識 し て い た だ い て い る も の だ と 解 釈 し た い の で す が 。 

意 識 し て い な い と い う の は 。  

(会 長 ）  

ど ん な ふ う に 聞 い た ら い い で す か ね 。  

(事 務 局 ）  

そ う で す ね 。多 分 、 こ の ア ン ケ ー ト そ の も の が 、す ご く 前 か ら 実 施 し て い て 、 小 中 一  

貫 教 育 が 、ま だ ま だ 定 着 し て い な い 頃 か ら こ の ア ン ケ ー ト を や っ て い て 、そ れ で 今 １ １  

年 目 に な っ て 、コ ロ ナ も 少 し 収 束 し て き た と こ ろ で 、初 心 に 返 り も う 一 回 こ の ア ン ケ ー  

ト を と っ て み よ う 、と な り 、当 時 と の 比 較 の た め に 前 の ま ま だ っ た の で は な い か と 思 っ  

て い ま す 。教 員 に 聞 く ア ン ケ ー ト に つ い て は 持 ち 帰 ら し て も ら い 、中 身 も 精 査 し て い き  

ま す 。  

(会 長 ）  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。協 議 会 と し て も 回 っ て い て も 、コ ロ ナ を 挟 ん で 、ち ょ っ と  

忘 れ て し ま っ た と い う 感 じ で 、 お 世 話 を か け ま す け ど 、 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  
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(事 務 局 ）  

こ こ で 、 少 し 戻 ら せ て も ら う の で す け ど 、 ９ ペ ー ジ の「 到 達 目 標 」 の (３ )の 文 言 で「  

家 庭 や 地 域 と の 連 携 」 に と ど ま っ て い る の で す け ど 、こ こ は 連 携 「 ・ 」 協 働 ま で 書 か な  

い と 、 新 し く な い の か な と 気 付 き ま し た 。  

「 家 庭 や 地 域 と の 連 携 ・ 協 働 」と 。連 携 で と ど ま っ て い て は い け な い よ と い う 段 階 で  

は な い か と 。 特 に ５ 行 目 に も や は り 「 協 働 で 取 組 」 と い う こ と が 書 か れ て い ま す の で 、 

そ の 方 が 良 い か な と 思 い ま す 。  

(会 長 ）  

あ り が と う ご ざ い ま す 。 そ う で す ね 。 令 和 ３ 年 度 の ほ う は そ の ま ま で 。  

(事 務 局 ）  

は い 。  

(会 長 ）  

わ か り ま し た 。 進 化 し た と い う 感 じ で す ね 。 あ り が と う ご ざ い ま す 。  

あ と 、 「 ア ク シ ョ ン プ ラ ン 」 そ れ か ら 「 ジ ョ イ ン ト プ ラ ン 」 と い う の も ご ざ い ま す け ど

た く さ ん あ る の で 、 ど こ か ら と 思 い ま す が … 。  

(委 員 ）  

今 、 セ ン タ ー 長 の お 話 し に 関 連 す る こ と な の で す が 実 は 、 私 が 、 校 長 と し て 、 小 中 一

貫 教 育 と 、 今 年 始 ま っ た 学 校 運 営 協 議 会 、 地 域 学 校 協 働 活 動 と を 同 時 進 行 す る こ と に つ

い て 、 か な り 厳 し い と 考 え て い ま す 。 具 体 的 に は 、 地 域 学 校 協 働 活 動 は 今 年 が ス タ ー ト

な の で 、 ま ず は 、 そ れ ぞ れ の 学 校 で 、 地 域 の 皆 さ ん と 自 校 の 子 ど も た ち の 様 子 を 共 有 し

な が ら 、 学 校 で は 、 地 域 の 力 を 活 用 し な が ら 、 同 時 に 学 校 を 核 と し た 地 域 力 の 向 上 の 取

組 を 一 方 で や っ て い ま す 。 菟 道 小 は 菟 道 小 で 、 ま ず は 始 め て み よ う 、 菟 道 第 二 小 学 校 は

菟 道 第 二 小 学 校 で さ あ 始 め て み よ う 、 宇 治 中 は 宇 治 中 で 始 め て み よ う 、 と い う 形 で 、 今

年 の Ｃ Ｓ は 進 も う と し て い る の で す ね 。  

こ れ が 小 中 一 貫 教 育 を 中 心 に 据 え る と 、本 校 な ら 、宇 治 中 学 校 ブ ロ ッ ク と い う こ と に  

な り 、宇 治 中 学 校 ブ ロ ッ ク で の こ と を 考 え な が ら や ら な い と い け な い 、今 年 な ら 、自 校  

の こ と を 中 心 に 考 え て い く 必 要 が あ る の に 。ま た 、地 域 も 宇 治 中 ブ ロ ッ ク の 地 域 で は な  

く 、自 校 の 地 域 の 方 と 一 緒 に 進 め て い か ね ば な ら な い の で 、も の す ご く 焦 点 が ぼ け て し  

ま う よ う に 思 い ま す 。  

菟 道 小 を 中 心 に や っ て い く の か 、宇 治 中 ブ ロ ッ ク と し て や っ て い く の か 、と 言 わ れ た  

と き 、 両 方 、 さ ら に そ れ ぞ れ 「 到 達 目 標 」 と 言 わ れ た と き に 「 し ん ど い よ な 」 と 感 じ ま  

す 。  

当 然 、 そ う い う こ と も 視 野 に 入 れ て 、 Ｃ Ｓ を 推 進 し て い く の で は あ る の で す が … 。  

最 近 、 そ う 考 え る 理 由 は 、 こ の Ｃ Ｓ が 出 て く る 以 前 に 、 宇 治 中 学 校 で は 、 も う ３ ０ 年

に 及 ぶ と 言 わ れ て い ま し た 「 宇 治 中 学 校 区 豊 か な 心 を 育 て る 実 践 活 動 推 進 協 議 会 」 略 し

て 「 中 推 協 」 と い う 組 織 が あ り ま す 。 そ れ は 、 宇 治 中 学 校 の 育 友 会 さ ん を 中 心 に 、 そ こ

に 進 学 し て く る 菟 道 小 学 校 、 菟 道 第 二 小 学 校 、 神 明 小 学 校 の 管 理 職 と 育 友 会 や Ｐ Ｔ Ａ の

役 員 さ ん が 集 ま っ て 、 毎 年 活 動 を し て い き ま す 。 多 く の 地 域 団 体 に 地 域 の 方 も 、 そ れ か

ら 教 員 も 、 あ そ こ の 学 校 の こ と 、 自 分 の 学 校 の こ と と 、 本 来 的 な ら 同 時 並 行 、 広 い 視 野

で 進 め て い く べ き で あ る と は わ か る の で す け ど も 、 Ｃ Ｓ は Ｃ Ｓ で 、 一 貫 教 育 は 一 貫 教 育

で 、 地 域 の 団 体 は 団 体 で そ れ ぞ れ 計 画 を 立 て て 、 そ れ ぞ れ を 一 緒 に 協 働 す る こ と は 、 も

の す ご く 煩 雑 、 そ し て 「 働 き 方 改 革 」 に は 大 き く 逆 行 し て し ま う 、 そ う い う 状 況 も 生 ま

れ て い る と い う の が 、 私 の 感 じ て い る と こ ろ で す 。  

近 視 眼 的 な の か も し れ ま せ ん が 、あ れ も こ れ も 、た く さ ん の 目 標 を 、今 年 度 内 に あ げ  

ら れ る と 、 正 直 、現 場 は し ん ど い で す 。 Ｃ Ｓ を 進 め な が ら 校 区 で 育 て る 、 中 学 校 ブ ロ ッ  

ク で 、も う 少 し 大 き な 宇 治 市 を 視 野 に 入 れ て 、子 ど も た ち を 包 み 込 む よ う な 形 で 育 て て  

い く と て い う こ と が 必 要 だ と は 思 う の で す が 。  
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(会 長 ）  

あ り が と う ご ざ い ま す 。今 の 委 員 さ ん の ご 意 見 は 、今 年 度 の 当 初 の 、今 、２ ペ ー ジ に

も 関 わ る と 同 時 に 、 次 第 で 言 う と ４ で す ね 、 「 小 中 一 貫 教 育 の 目 指 す 方 向 性 に つ い て 」

、 と い う 、 １ ２ ペ ー ジ か ら の ご 説 明 と 重 な る と い う こ と で 良 い で す か 。  

で は 次 第 を 進 め さ せ て い た だ い て 、 １ ２ ペ ー ジ か ら の ご 説 明 を コ ン パ ク ト に 伺 っ て 、

先 ほ ど 、 大 事 な 提 起 と い う か ご 意 見 を 頂 戴 し た と 思 う の で 、 そ の 上 で 、 ど う 、 本 年 度 、

や っ て い く の か 、 旗 を 色 々 掲 げ て も 、 実 際 の と こ ろ マ ン パ ワ ー の 問 題 も あ り ま す 。 ま た

小 学 校 単 位 な の か ブ ロ ッ ク 単 位 な の か 、 論 理 的 に ど う 考 え た ら い い の か と い う と こ ろ で

し ょ う か 。 論 理 的 な 、 理 屈 の 補 強 が 必 要 に な る か も し れ な い の で 、 今 の ご 発 言 は 預 ら せ

て い た だ い て 、 そ の 後 、 次 第 の ４ 番 の 「 目 指 す 方 向 性 に つ い て 」 と い う 中 で 、 可 能 で あ

れ ば 補 足 い た だ き 、 ま た 今 の 考 え て い る と こ ろ な ど 、 ご 説 明 を い た だ い き 、 今 後 、 ど う

し て い く の か す り 合 わ せ 、 整 合 性 を 図 っ て い き た い と 思 い ま す 。 で は 、 ４ に 参 り ま し ょ

う 。 お 願 い し ま す 。  

 

 

（４）報告・協議４ 小中一貫教育の目指す方向性について（案） 

資料（１２頁～）により事務局より説明  

報告・協議４について質問・意見等と応答  

(会長） 

ありがとうございました。これが、次第の３とセットで始まっている年度…、今年度なのだけど、 

今年度終わりぐらいの見通しでというご提案なのですけども、いかがでしょうか。中学校ブロックと  

いうか、中学校のお立場から、委員、どうですかね。 CSと地域連携というあたりは、木幡はどんな  

感じですかね。  

(委員） 

先ほど委員がおっしゃったように、ＣＳは各小中学校に組織されていますので、具体的な個々  

の取組をつなげたり、それを一つにしたり、こういう具合にもっていったりは、俯瞰的に見ても、な  

かなか難しいのは事実だと思います。  

(会長） 

なるほど。  

(委員） 

ただ、今年からというより、今年組織して、今年歩きながら勉強して、最終、年度末には、それな  

りの実践を行っているというような形でスタートしていると認識しています。その中で、各学校で地  

域の人材とか、今つながっている、木幡中学校は青少協に大変お世話になっているのですけど、つな  

がりみたいなものを、外側から支援していただいていたというのではなく、一緒にやっていきましょ  

うという視点を伝え、子どももそうですけど、教員も、児童・生徒より先に、教員かなと思いますが

そういう形に持っていくという、ちょっと長期的な視点をもってスタートしたと思っています。  

まだ、十分な議論はされておらず、課題は出てくると思いますが、一つ一つ解決しながら、地域と  

ともに一緒にやっていくという方向で、やっていかなければならないのではないかと、私は思ってい  

ます。ただ、今、おっしゃったように、私、中学校ですので、中学校のブロックとしてものを考えて  

います。小学校からすると、二つのことを同時にというのは確かに負担だろうなということは、今、 

聞かせていただいて思いました。  

(会長） 

なるほど。ありがとうございます。  

この、事務局からご提案いただいている４項目のうち、１３ページにある３と４のところが、一つ  

焦点かなと思います。これはあくまでも本年度の目標というのが前提になっているということである  

なら、今、岸委員さんがおっしゃったように、中長期的に考えるというのと、まず、今年度というこ  

との峻別は必要かなと思うのですが。  

事務局に確認をさせていただくと、１２、１３の「目指す方向性について」(案)というのは、時間 
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的にはどんなふうに理解すればよろしいですか。  

(事務局） 

ここでご協議していただいて、来年度以降、このようなことで小中一貫教育を進めていきたいなと

いうふうに考えております。  

(会長） 

来年度以降…。今年度の７月以降は。  

(事務局） 

それにつきましては、４年度の「到達目標」に沿って進めては行っていただいているのですが、今  

年度、ご協議をいただいて、案をもとにまとめたもので、来年度以降やって行きたいなと考えており  

ます。 

(会長） 

ごめんなさいね。今年度が終わっていない時点で、議案として、来年度以降の話は、しても仕方な  

いと思うのですが、次第の４、この冊子の１２ページのものが、令和５年度以降の話というのは、ま  

だ４年度が終わっていないので。今年度の終わりに来年度に向けてとか、２０２３年度の１回目の話  

でとかなら。令和４年の７月の時点で、５年度以降の方向性についてご意見くださいというのは、議  

論にならないのでは。仕方がない、やってもしょうがないというか、何も言えないというか…、そう  

いう認識ということでしょうか。  

(委員） 

さっき、私が言ったのが何だか少しややこしかったのかもしれないのですけど。この１２ページ、

１３ページは、いつまでに何々というのではなくて、小中一貫教育を通して、こういう子どもを育て

たいとか、こういう関係性をつくりたいとか、そういうことが１２・１３ページにあるのではないか

と僕は思っています。  

ただ、これについては、特に今年度１年で到達を目指すというよりは、将来も見据えながらという  

ことかなと思っていたのですが、９ページは先ほどもちょっと言葉に出しましたが、「令和４年度」 

の「到達」目標ですので、「到達」を目指さないといけないのですが。  

３の、(１)、(２)あたりは、ほぼほぼ、これまでの１０年間の積み上げの中で、結構…レールに乗  

っていて、教員も、この１０年間の小中一貫教育として、私もずっと、主幹教諭に始まり、どちらか  

というと推進運営する側で、小中一貫教育に関わってきた立場で言うと、今は、各校長は、中学校ブ  

ロックでの相談、中学校ブロックの方向性というのを、ものすごく大事にしています。ものすごく。 

宇治市において、例えば本校なら、宇治中ブロックで、菟道小が何かをやると言ったときに、必ず

莵二小、宇治中には相談をかけます。菟二小、宇治中からも、こんな問題起こってないか、うちはあ

る、ないとか、それではこうしよう、ああしようと、結構袂を割って決めながら、ある程度歩調を合

わせて、菟道小学校の保護者も、宇治中の保護者も、莵二小の保護者もみんなが、うちのブロックは

みんながちゃんと一緒に小中一貫教育やってくれていると、安心感を与えながらやっています。東宇

治ブロックのほうも、かなり大きなブロックですけれど、ものすごく丁寧にやっておられるのを校長

会でも聞きますので、このあたりは１０年前にはなかった、非常に、小中一貫、一緒に９年間で子ど

もたちを育てていく、将来の進路も含めて、義務教育を終えさせていく、良い連携が進んでいると思

うのですけど。ただ、今、「地域と」ということについて、手を直接に着けていくという事柄につい

ては、「到達目標」に縛られると、今は、学校現場では、正直厳しいと感じているところです。  

それで、今の私の肌感覚ですけれども、この１０年間にコーディネーターが大きく変わりました。

チーフコーディネーターという名前から、学びを中心にしたラーニングコーディネーターという名  

前に変わっています。それで言ったら、コーディネーターの名称自体が変わったということを考える  

と、今、第１期の、小中が一緒に、子どもたちの中１ギャップを解消しながら、安心して中学校へ進  

学できる、というところから、今、９年間で学力をつけて、将来の展望を持てるような児童生徒にし  

ていくというところの、今、第２期に移っている。何と言うか、第２ステージのそろそろアクション  

プランの、当初の計画、コロナがあったので、収束していくというね、次、今、アクションプランに  

したことは、けっこうそれが…、取組としなくても、普通の事柄としてね、できるようになってきて  

いる、意識するようになってきている。  



- 10 - 

(会長） 

わかりました。いいですか。ありがとうございます。  

 (事務局）  

９ページの「令和４年度の小中一貫教育の到達目標」の (３)につきまして、もう少しご説明を加え

させていただきたいのですけれども、令和４年度に、地域との何か新しい取組を始めてつながってい

ただきたいということではなくて、昨年度も「地域とのつながり」ということで視察をしていただき

ました。例えば広野中学の「ＨＯＴ―ＭＥＥＴＩＮＧ」は、もとは福島の「ひまわりプロジェクト」

で、それに関わり、そのテーマで集まっていることを、実は、視察しに行きました。「ひまわりプロ

ジェクト」のテーマで視察に行ったのです。  

その「ひまわりプロジェクト」は、地域の方と (といっても校区の方ではなかったのですが )、ずっ 

ともう７～８年続いて、福島へヒマワリの種を送るということで、児童会・生徒会がともに活動して 

います。それで、「ひまわりプロジェクト」がずっと続いていて、児童会・生徒会が、大切にしてい  

るという話が去年あり、そこに関わってくださっている、校区外ではあるけれども、その地域の方も  

ずっと携わってくださっているので、途切れずにこの活動が続いているわけです。実際、当日は、「  

ひまわりプロジェクト」の活動がコロナで無くて、オンラインでミーティングをしていることになり  

ましたが、ブロックの中で地域の方が関わり、ずっと続いている取組が何かあるのではないかと。  

槇島中学校の例も、北槇島小学校は小学校さんの取組をしておられ、槇島中学校は槇島中学校の取  

組をしておられるのですが、地域の民生委員さんが北槇島小学校にも行っていらっしゃる、槇島中学  

校にも行っていらっしゃる。小学校でずっとこの子たちと色々とやっていた、中学校へ行っても同じ  

地域の方がいらっしゃって、その方が中学生に色々声をかけてくださる。まあ言ってみたら、「あん  

た、大きくなったな、しっかりしたな、立派になったな」と言ってもらえることで、中学生がすごく  

自尊感情・自己肯定感が上がる。地域の方が、その地域の子どもたちを知ってくださっている、そう 

いうことが現在の各校の活動の中で何かあるのではないかということを探っていこうと考えました。 

決して、新たに、小中で、合同で、地域の人が入って、活動してくださいねと言ったものではござ  

いません。  

 (会長）  

   はい、どうぞ。  

(事務局） 

この(案)につきましてですけれども、先ほど、来年度以降という話をしてしまったのですけれど、 

今年度到達目標を出させていただいていますし、本年度が１１年目ということで、本年度の活動も含  

めて、今後の方向性ということでの（案）ということで、来年度からということではなくて、到達目 

標としてはここに書かせていただいているので、今年度も含めて、方向性ということでご理解いただ  

きたいと思います。 

(会長） 

ありがとうございます。２つ論点があると思うのですが、まず、１点目からですね。９ページに書  

かれている特に(３)の内容のところです。ここについて、家庭や地域との連携を学校が深めていって 

というのが「到達目標」ですが、ここでは地域というのが、２つ意味があって、１つは小学校の通学  

区域としての「地域」ということと、中学校ブロックを含めた、もう少し大きな「地域」という意味  

があって、そこは、読み方によっては両方、どちらでも、とりあえずＣＳをやってくださいというの  

が本年度であり、かつ、その中学校ブロックの中での、小小を含めて小中連携をということになると  

学校のマンパワーからかなり厳しいという声だったと思います。  

この「令和４年度の小中一貫教育の到達目標」というのは、４月当初、これで始まっていますが、 

ＰＤＣＡ的に言うなら、やっていこうとしているのだけれども、やっていく中で、けっこう大変で、 

長期的にはともかくとしても、今年度の到達目標として記されているが、そこは実際に即さない場合  

があるのではないですか、という意見が出てきたと受けとめました。  

今、新しく、ではこういう文面で、とご提案いただくことはできないと思いますが、(３)について 

は、地域という言葉の使い分けというか、要するに、ここで指すのはこういう意味ですよ、小学校・ 

中学校こういう意味で書いているのですよと書き足しが必要になるのかもしれないので、(３)につい  
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ては、再提案というか、これは僕の提案ですが、再提案で、また、すぐに集るというわけにはいかな  

い、お忙しい方々ばかりなので、文面にてこういう (案)で考えていきたいのですが、どうですか。 

事務局から各委員に送っていただいて、意見を頂戴して、これで良いですよということであれば、 

いわゆるメール審議というか、郵便でも電子メールでも良いのですけど、メール審議という形で、各  

校でご了解いただく、というふうにしてはどうかということ。  

それから２つ目の、この１２ページ・１３ページのことなのですけど、今年度を含めた中・長期的  

な目指す方向性ということであるなら、これは (案)ではなくて、事務局としての考えをここで示し、 

少し先のことも含み、考えながら、(案)ではなくて「提案」という意味で、ここで議論して、これで 

良いか、悪いかを決める協議ではなく、こんなこと考えておられるのか、また、練り直しもあるかも  

しれない、という協議会としてはお聞きしておく、という位置づけにしてはどうかと思いますが、こ  

の２点いかがですか。  

(事務局） 

はい。それでよろしくお願いします。  

(会長） 

ありがとうございます。では、１点目に関しては、後日、事務局の方から、特に (３)について再提

案というか、現在進行中なので、ＰＤＣＡでいうと、チェックして、点検して、やはり当初案では達

成が難しいという意見も出てきているので、適宜、点検評価して修正することも、まったくやぶさか

ではなく、より現実味がある、可能な目標でやっていきましょうという、再提案ではなくて、修正を

図るということで、それを文言に落としていただくという形にしたいと思いますけど、よろしゅうご

ざいますか。  

ありがとうございます。では、駆け足で短い時間で申し訳ありませんでしたが、１２ページ・１３

ページ、ご説明いただいた４項目について、今年度も視野に入れながら、来年、もう少し先を見据え

ての小中一貫を、そういう方向で考えているというご提案をおもちだということで、お聞きくだされ

ばと思います。若干錯綜しましたけど、よろしゅうございますか。では、３番と４番についてはこれ

で終わりたいと思います。  

では、５番目の、修正案も頂戴する必要もあるのですけど、今、お話、皆さん方にご協議いただい  

たあたりを念頭に置いて、では本協議会は今年どうするのかというところについてご提案をください  

ますか。  

 

 

（５）報告・協議５ 令和４年度小中一貫教育推進協議会の活動について（案）  

   資料１４頁に沿って事務局より説明  

   報告・協議５について質問・意見等と応答  

(会 長 ）  

あ り が と う ご ざ い ま す 。で は 、昨 年 度 ま で の 経 験 の あ る 方 が お ら れ ま す の で 、特 に 学  

校 訪 問・ 視 察 を 色 々 用 意 し て も ら っ て い ま す け ど 、こ ん な ふ う に や っ て も ら っ た ら い い  

か と か 、こ の 点 は ど う か と か 、参 考 に し て も ら え れ ば と い う ご 意 見 が あ る か も し れ ま せ  

ん の で 、 こ の あ た り い か が で し ょ う か 。 委 員 い か が で す か 。  

(委 員 ）  

希 望 と い う か 、あ ま り 具 体 的 な こ と は 無 い の で す が 、い つ も 、視 察 に 行 か せ て い た だ  

く と 、も の す ご く 丁 寧 に お 迎 え し て も ら う の で 、そ ん な に 気 を 遣 っ て も ら わ な く て も い  

い で す 。硬 い と こ ろ じ ゃ な く て 柔 ら か い と こ ろ を 見 た い 方 な の で 、活 動 さ れ て い る 中 へ  

入 ら せ て も ら っ た り 、ち ょ っ と そ ば へ 行 か せ て も ら っ た り さ せ て い た だ き た い と 思 い ま  

す 。  

去 年 の 、 着 物 と か 、 着 付 け と か 、 生 け 花 と か 、 地 域 の 方 と 接 し て い る 子 ど も た ち の 顔  

を 見 た よ う に ね 。ど う い う ふ う な や り 方 で や っ て い る の か 、詳 し く ま で は わ か ら な く て  

も 、児 童 ・ 生 徒 の そ ん な 姿 が 見 ら れ る 方 が 良 い と 思 い ま す 。訪 問 し て も あ ま り 気 を 遣 わ  

な い で ほ し い な 。  
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(会 長 ）  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 委 員 、 い か が で す か 。  

(委 員 ）  

一 応 、 ５ つ の ブ ロ ッ ク が 出 て い ま す け れ ど も 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ と 一 応 予 定 は し て い ま  

す 。 興 味 が あ り ま す 。 以 上 で す 。 す い ま せ ん 。  

(会 長 ）  

は い 、 あ り が と う ご ざ い ま す 。コ ロ ナ 前 は 、 気 楽 な 学 校 訪 問 み た い な こ と も 、 委 員 会  

の ご 尽 力 で 設 け て も ら っ た こ と が あ り ま し た 。あ ま り 形 式 ば ら な い で 、ふ わ っ と い つ で  

も 気 軽 に 、保 護 者 み た い な 感 じ で 来 て も ら っ た ら 、と い う こ と も ご 無 理 を 申 し て 設 定 し  

て も ら っ た 年 度 も あ り ま し た 。し か し 、コ ロ ナ と い う こ と も あ り 、学 校 も な か な か 開 け  

に く い と い う こ と も あ り 、そ れ で も こ れ だ け ５ つ 、ご 案 内 を 今 の と こ ろ い た だ け る と い  

う こ と な の で 、 ぜ ひ 、 積 極 的 に ご 参 加 い た だ け れ ば あ り が た い と 思 い ま す 。  

な る べ く た く さ ん 、 で き れ ば 複 数 で 、 行 き ま し ょ う と 掛 け 声 し た 年 度 も あ り ま し た 。 

そ の 方 が 、同 じ 市 内 で も 色 々 だ な と い う こ と が 勉 強 に な り ま す し 、ま た 、子 ど も さ ん  

の 様 子 、 地 域 の 方 の 様 子 を 見 る の も 、 楽 し い と い う か な 、 興 味 深 い で す し 、 い い か な と  

思 い ま す 。  

た だ 、 １ 点 、 謝 金 は １ 回 分 と い う こ と な の で 、 そ れ 以 上 は ボ ラ ン テ ィ ア と い う … 、怒  

り 出 す 人 は い な い と 思 い ま す が 、そ の つ も り で 行 っ て い た だ け れ ば あ り が た い で す 。な  

の で 、先 方 様 の ご 都 合 も あ る と は 思 い ま す が 、で き る だ け 複 数 行 っ て も ら え れ ば あ り が  

た い で す し 、 ま た 、 学 校 で 、 委 員 同 士 が 会 い ま す の で 、 そ こ で 、 あ あ だ っ た 、 こ う だ っ  

た と い う 、委 員 同 士 の お し ゃ べ り も あ り ま す の で 、可 能 な 範 囲 で ご 参 加 い た だ け れ ば 大  

変 あ り が た い で す 。  

で は 、 今 年 度 の 我 々 の 活 動 ・ つ も り と し て は こ れ で 良 い で す か ね 。は い 、 あ り が と う  

ご ざ い ま す 。 は い 、 ど う ぞ 。  

(委 員 ）  

す い ま せ ん 。日 程 調 整 中 と い う と こ ろ は 、は っ き り わ か ら な い と い う こ と で 良 い の で  

す か 。  

(事 務 局 ）  

は い 。そ ち ら の 時 間 等 は ま だ 決 ま っ て お り ま せ ん の で 、わ か り 次 第 、連 絡 さ せ て い た  

だ き ま す 。  

(会 長 ）  

確 認 だ け ど 、「 ３ 」西 小 倉 小 と 小 倉 小 と か は 、こ の ４ つ と か ３ つ の な か の ど こ か で 実  

施 と い う こ と で す か 、 そ れ と も 、 ４ 回 や る と い う こ と な の 。  

(事 務 局 ）  

そ こ も 、時 間 等 の 設 定 が ま だ わ か り ま せ ん の で 、ま ず は (案 )と い う 形 で 出 さ せ て い た  

だ い て 、 ま た 、 日 程 が 決 ま り 次 第 、 お 話 を さ せ て い た だ き た い と 思 う の で す け ど 。 今 、 

「 ２ 」 と 「 ５ 」 が こ の 日 程 を 聞 い て お り ま し て 、 必 ず こ こ で 、 ど の 取 組 も さ れ る の で す  

が 、時 間 帯 等 が わ か っ て お り ま せ ん の で 、で き る だ け 出 て い た だ き や す い 時 間 帯 に 絞 っ  

て お 知 ら せ し た い と い う こ と で す が 。  

(会 長 ）  

西 小 倉 小 は ４ 回 く ら い 、 や る つ も り を し て お ら れ る と い う こ と で す ね 。  

(事 務 局 ）  

協 議 会 と し て は そ の う ち １ 回 分 を と 思 っ て お り ま す 。皆 さ ん 、出 て い た だ き や す い 日  

を 。  

(会 長 ）  

で も そ れ こ そ 、 内 田 さ ん 言 わ れ た み た い に 、 ち ょ っ と 協 議 会 の 日 は 無 理 な の だ け ど 、 

違 う 日 だ っ た ら 行 け る け ど 、行 っ て も い い か な と い う こ と も あ り で い い で す か 。で き れ  

ば 、み ん な 揃 っ た 方 が 良 い と 思 い ま す け ど 。そ ん な 含 み を も た せ て と い う と こ ろ で 、あ  
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り が と う ご ざ い ま す 。 で は い い で す か ね 。  

で は 、多 く の 議 論 を い た だ き 、本 年 度 の 活 動 と 到 達 目 標 と か 、中 長 期 的 な 委 員 会 の 活  

動 の 在 り 方 と か 、方 向 性 に つ い て と か 、に つ い て 理 解 が 深 ま っ た よ う に 思 い ま す 。ま た  

事 務 局 か ら 、特 に 今 年 度 の 到 達 目 標 に 関 わ っ て 、（ ３ ） あ た り を 中 心 に 、 実 際 に や り な  

が ら 修 正 し て い く と い う こ と に な り 、こ の あ た り に つ い て は 郵 便 で の 確 認 と い う こ と に  

な る か と 思 い ま す が 、改 め て ご 提 案 い た だ き ま す 。こ う い う と こ ろ で ７ 月 の 認 識 と し て  

は 良 い の で は な い か と い う と こ ろ に た ど り 着 い た と 思 い ま す 。直 接 、お 会 い す る こ と は  

近 々 は 無 理 で す が 、そ の 点 も 、郵 便 を 通 じ た 審 議 と い う こ と で ご 了 解 い た だ け れ ば と 思  

い ま す 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 で は 、 「 ６  そ の 他 」 を 事 務 局 お 願 い し ま す 。  

 

 

（６）報告・協議６ （仮称）西小倉地域小中一貫校について  

   資料１４頁に沿って事務局より説明  

   報告・協議６について質問・意見等と応答  

(会長） 

はい、ありがとうございます。予定通り進むと、何年開校ということになりますか。  

(事務局） 

令和８年の４月ということで、現在、１日も早く開校をということで進めております。  

(会長） 

２０２６年になりますね。約３年半、４年後くらいですね。ありがとうございました。以上、お知

りおきください。  

では、用意いただいた議題・報告は以上ですが、各委員さんの方から何かございますか。しばらく 

直近にはお会いできないので。よろしゅうございますか。  

では、長時間たいへんありがとうございました。色々出していただいて理解も深まりましたし、ま  

た、議論も深まったと思います。ありがとうございました。では、事務局、お願いします。  

（事務局）  

  ＊事務連絡事項の説明＊  

 それでは、事務連絡をさせていただきます。学校関係者の方を除く、委員の皆さんの報奨費につき  

ましては、今回、新たに行政委員として登録いたします方につきましては、口座の申込用紙の提出を  

お願いしております。また、昨年度から継続いただいている委員の皆様につきましては、口座を変更  

される場合のみ、事務局までお知らせいただけたらと思います。  

次回の推進協議会は視察のかたちとなりますことから、このように全員の集まる協議会の開催は、 

３学期２月末ごろを予定しております。後日、日程調整の上、ご連絡させていただきますので、その  

際はよろしくお願いいたします。  

本日の議論につきましては、冒頭にお話した通り、要約という形【会議録】で作成します。また、

内容を整理した上で各委員のほうに確認していただきますのでよろしくお願いします。  

 

３ 閉会  

   上道副部長より閉会の挨拶  

 

 


